
今年度も各学校の課題解決に係るニーズ調査としてアンケートを実施致しました。年度初め

の超多忙な中、各学校にご協力頂きました。本当にありがとうございました。さて、今回は回

答の結果と今後の研究所としての支援についてお知らせしたいと思います。

アンケートから・・・

今年度、学校課題として最も多く挙がった項目は「学習指導・学習評価」についてでした。

その内容としては、約７割が「授業改善」に関する事項、約３割が「指導と評価の一体化」に

関することでした。授業改善については、組織的に「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
．．．．

けてどう取り組んでいくか、また「個別最適な学び」や「協働的な学び」を充実させるための

指導の工夫といった課題が挙げられていました。「指導と評価の一体化」が十分にはかれてい

ないことや理解不足のため取組に不安があるといった回答も見られました。

今後の取組について・・・
そこで、今年度研究所としましては、各学校からの回答を踏まえ、以下のような取り組みを

計画していきたいと考えています。

☆「学習指導・学習評価」→連携大学講師を招聘した「学校課題解決に向けた研修会」の実施。

『組織的な授業改善に向けて』『指導と評価の一体化』など

(大学側と調整次第アナウンス予定)

☆「特別支援教育」→①運動療育を活用した特別支援指導員派遣プログラムによる学校巡回と

フィードバック・校内研修など。(各学校による申請)

②連携大学から講師を招聘した研修会の実施。（11月ごろ実施予定）
☆「学校経営・運営」→ミドルリーダー育成講座（第１回は実施済み）を開催予定。

今後、連携大学や関係機関等との日程調整を行った上で研修会等の開催についてお知らせを

していきたいと思います。その際には是非ご参加いただき、学校課題解決に向けた一助となれ

ば幸いです。今後とも本研究所の諸事業に対しご理解とご協力をよろしくお願いします。

p.s.「運動療育を活用した特別支援指導員派遣プログラム」随時申請受け付けています。
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